
プロジェクト課題No.4

水稲乾田直播栽培技術の定着による
大規模土地利用型経営体の基盤強化

活動期間：令和６年度～令和７年度

対象者：（有）ITO、（株）高橋グリーン、（農）アグリ今泉、（農）若木の里、みどりあーと山崎（株）

チーム員：八木沼湧太、大槻恵太、大越那津季



課題の背景・ねらい

・農地集積により経営面積拡大
・限られた人員、時間での規模拡大に限界感

⇒水稲栽培の省力化、効率化が喫緊の課題
 乾田直播栽培導入による解決を期待

育苗施設が足りない

田植えや育苗管理の
時間が足りない

課題対象法人の経営面積年次推移

【定性的目標】
○移植栽培と同等収量を確保する技術の習得
○労務負担軽減により、農地集積による経営面積拡大に対応
○アグリテック活用により、省力化や安定生産を可能に

乾田直播への理解促進
取組面積拡大可能に

【定量的目標】
○対象５法人の乾田直播取組面積

R5（基準）：14ha → R6:25ha → R7：33ha

25％増加
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活動内容

○基本技術習得支援
・栽培管理助言、生育調査、巡回指導

○乾田直播導入による省力化確認
・作業体系と時間聞き取り、事例集作成

○アグリテックの効率的な活用支援
・アグリテック活用状況聞き取り、課題解決支援

播種作業

出芽状況確認
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活動成果

○基本技術習得支援
・除草剤散布の時機や入水までを重点的に指導
・生育調査データにより、栽培管理を助言

・現地検討会（6月）や総合検討会（1月）、先進地
視察（8月）を実施

乾田直播導入拡大への意欲上昇 総合検討会

先進地視察

・苗立数、出芽率などの向上
・播種後～入水前の雑草発生を抑制
・ほ場準備や除草体系など知識の深化
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活動成果

○乾直導入による省力化確認
・各法人へ聞き取りを実施…

▹移植作業がない３月中に実施可能
▹育苗箱節減（-2,000箱/10ha）
▹播種作業 １時間/ha ２名で実施可能

・各経営体における様々な省力化の効果を確認
・作業体系と合わせて「事例集」として整理予定
→取組み希望者や検討中の生産者への指導資料

事例集イメージ
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○アグリテックの効果的な活用支援
①ITOへザルビオ活用支援
②若木の里へKSAS活用支援
③みどりあーと山崎へ水田ファーモの紹介

活動成果

①可変施肥実施、若手従業員が積極的に活用
②計画的な営農管理
③水管理の省力化へ

可変施肥マップ
（施肥日4/15）

植生マップ
（8/13時点）

可変施肥の効果

KSAS管理画面
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活動成果

【定量的目標】 対象５法人の乾田直播取組面積

R5（基準）：14ha → R6：25ha → R7：33ha
≪実積≫  R6：33ha → R7：53ha （→ R8：86ha予定）

これらの取組により、栽培技術の向上及び省力化を実感、取組面
積が拡大し、今後の経営面積も拡大可能に

【他生産者への波及として講習会を開催(２か年)】

１月 乾田直播栽培講習会

認定農業者へ案内、JA新みやぎあさひな、
JA仙台管内から50名以上（R7）

【アンケート結果】有効回答数32(経営体数22)

・育苗数の減、省力化への期待
・機械の設備などは課題
・除草体系に不安を感じる生産者多い

Q. 乾田直播への取組状況・希望 6



令和８年度以降の対応

≪重点課題≫引続き乾田直播の取組みを支援を実施

○新規取組者等への支援
・２か年の活動内容を基に作成した事例集を配布
・技術支援や最適な播種様式等の助言

○スマート農業活用支援
・みどりあーと山崎へ水管理システムの設置、運用支援
・若木の里へKSAS活用支援（新規プロジェクト課題）
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